
１２月に実施した学校評価（４年～６年児童・保護者・教員）の結果を一覧にして、教職員で共有
しています。「成果と課題」を明確にした上で、職員会議、コミュニティ・スクール、ＰＴＡなどでの
協議を経て、来年度の学校経営計画に具体的な方策を反映させていきます。
保護者分の結果概要を、次の通りに、一部お知らせしますので、各家庭でも参考にしてください。

【データ】
・最肯定と肯定を合わせた回答（評価では「４」と「３」）で、73％～98％の範囲にあり、期待して
いた通過率を概ね達成しています。また、１３の質問項目中１０項目が88％以上でした。

【学習指導】

・授業における「学び合い」「振り返り」は、参観できる機会が少なく、子どもたちと話し合って、
評価していただきました。学級の雰囲気や自分の考えを発表できる子どもたちの素晴らしさについ
ての記述もありました。先生方は今、これを深い学びにつなげられるように研修をしています。

・タブレットを使った授業への賞賛と期待があります。学習ツールとして、さらに活用していきます。
・低学年を中心に家庭学習への担任のきめ細かな支援について感謝されています。家庭学習は、家で
一定時間、机に向かうことを基本に、高学年に向かって、自分でやろうとする力を育んでいます。

【児童支援】
・縦割り活動は、上級生と下級生がお互いの役割を自覚しており、双方にメリットがあります。保護
者や児童にも好評で、継続予定ですが、児童数減少のため、新たな改善策を模索しています。

・西っ子の挨拶がよいことや横断歩道でのお礼などについて、感想をいただきました。かがやき集会
などで、感想にあった子どもたちのよい行動を紹介しながら、よき伝統の構築につなげていきます。

・コロナ対応、不審者情報、悪天候時の送迎等、緊急時の連絡が早めでよいとのご意見もありました。
【ふるさと・キャリア教育】
・行事や体験活動について、保護者と児童の双方から満足感が感じられました。４年白砂青松、５年
ネギ販売、６年一中若への田楽加勢など今年度の新たな取組が成功したことが要因ですが、能代の
よさを知る活動は、今後も地域と連携しながら、ブラッシュアップして参ります。

・「社会に出たときに役立つ勉強をしたい」は児童は９０％超ですが、保護者とは少しギャップがあ
ります。「将来の夢や目標をもっている」も同様です。西っ子は成長しています。ご安心ください。

・渟城西小オリジナルの「風の松原集会」、「七夕集会」は、学校の特徴として継続を望む声が今年も
多数ありました。各行事は、子どものアイデアも生かしながら、次年度パワーアップを図ります。

【その他】
・個別の事案については、職員間で共通理解して、今後も組織的に対応して参ります。

※先生方への感謝や激励の言葉もたくさんありました。いつもご支援ありがとうございます。

回収率は８９．３％で、多くの方々から評価やご
意見をいただきました。ありがとうございます。

主な行事予定
１月２７日（木）
新入学児童保護者説明会

２月３日（木）
ＰＴＡ役員会

２月２５日（金）
６年生ありがとう集会
ＰＴＡ授業参観・学年懇談会

３月４日（金）
同窓会入会式・立志式

３月１５日（火）卒業証書授与式
（保護者参加予定）

３月１８日（金） 修了式
３月２９日（火） 離任式
３月３０日（水） 新学級発表

後日、
案内を
配布！

新型コロナの感染対策で、変更等
も考えられます。その都度、連絡
しますので、ご承知おき願います。
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